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「はたらく素顔」がある。
身近な人の輝く瞬間を一枚に

燕三条はたらく人フォトコンテスト実行委員会
（株）ウスタ代表取締役社長

薄田和輝

　“自然体な職人の姿”を撮影してもらうこと
で、地域活性化やキャリア教育の一助になれば
と開催してきた「燕三条の職人フォトコンテス
ト」は、本年より「燕三条はたらく人フォトコ
ンテスト」へと一新いたしました。これまでの

「職人」という枠組みを越え、農家や学校の先
生、お店の方々など、燕三条地域ではたらく
“すべての人”を対象として広く身近な「はたら
く姿」を募集します。
　ご家族やご友人、職場の仲間など、心を許し
た身近な人だからこそ捉えることのできる「生
き生きとした姿」があります。仕事への真摯な

向き合い方や、日々の営みの美しさがそこには確
かに宿っています。地域社会を底支えする多様な
方々の輝く瞬間を記録し、広く発信することは、
燕三条の魅力向上と地域活性化を力強く推し進め
るだけでなく、次代を担う子供たちへの生きたキ
ャリア教育となります。
　応募作品は10月に燕三条地場産業振興センタ
ーにて展示いたします。子どもたちや一般の方が
撮影した何気ない日常の一枚にこそ、人に伝わる
写真の価値があります。地域ではたらく人々の息
遣いが聞こえるような、力強い作品のご応募を心
よりお待ちしております。

情報交換を密にし難局を乗り切る 令和7年度事業報告・収支決算を承認

通常議員総会通常議員総会
　当所通常議員総
会が６月25日、ジ
オ・ワールドビッ
プで開かれ、2025

（令和７）年度事業
報告・収支決算の
議案を原案通り承
認した。
　総会冒頭、兼古
耕一会頭は挨拶に立ち、東北地方での大きな地
震や台風など自然災害への警戒感に触れるとと
もに、中東情勢をはじめとする不安定な世界情
勢が依然として地域のビジネスに影響を及ぼし
ている現状を指摘した。その上で、「経済産業
省からは『具体的な影響でお困りの方は是非声
を上げていただければ協力する』との話も頂い
ている。様々な情勢により皆さんのビジネスに
も当然影響があると思うが、この地域は似通っ
た業種がまとまっているため、情報交換をしな

がら乗り切って
いきたい」と力
強く呼びかけ、
地域企業が一丸
となって難局に
立ち向かう姿勢
を強調した。
　続いて行われ
た議事では、事
務局より令和７年度の事業報告および収支決算
が説明された。決算に関連して兼古会頭は、会
費や手数料収入の年々減少により予算が厳しく
なっている現状を説明し、「会館管理の内製化な
どで経費を圧縮しながら遣り繰りしているが、次
期には対策を練らなければならないと認識して
いる」と今後の対応の必要性について補足した。
　このほか、議員や副部会長、参与の異動、お
よび特定個人情報保護規程の一部改正について
も事務局から報告が行われた。

まちづくり＝人づくり

学校での学びと社会の動き融合、高橋誠一郎副市長講話
　４月１日に就任した
高橋誠一郎三条市副市
長 が、６ 月25日 に 開
かれた当所通常議員総
会 後「 ま ち づ く り は

『ひとづくり』に思いを馳せて」のテーマ
で講話した。高橋副市長は三条市が取り組
んでいる「三条市の特色を生かしたキャリ
ア教育の充実」が目指す方向性について、

「学校での学びを意識しながら、地域で働
く人たちの熱意や、働く人たちが何を目指
すのか、働く誇りを肌身で感じることこ
そ、子どもたちにとって価値がある。そう
やって育まれた人材が、三条を、この日本
を豊かにしてくれるようになるように」と
述べた。
　高橋副市長は、中学校教諭や三条市教育
委員会事務局職員、三条市教育長を経て副

市長に就任した。講話では三条市教育委員
会が全国に先駆けて取り組んでいる小中一
貫教育や、市内100社以上が登録する「三
条キャリア教育バンク」について紹介。
　特に学校だけでなく、事業所を含む地域
ぐるみで子どもを育む三条キャリア教育バ
ンクについて「学校での学びと実社会で起
きている現象や、世の中の動きがどう関わ
っているのか考えることが重要であり、子
どもたちは学校以外の非日常の場面での学
びが、学校での学びとつながることを知る
と、とても目を輝かせてくれる」と、その
意味合いを強調。事業所にとっても、子ど
もたちの見学の受け入れや、子どもたちに
わかりやすく説明することなどで、従業員
のモチベーション向上などが期待できると
して、常議員会出席者にキャリア教育バン
クへの理解を求めていた。

現場の熱中症対策とリスク管理学ぶ

工業部会「工場における熱中症対策事業」
　６月10日、当所工業部
会は、社会保険労務士法
人こじま事務所代表の小
島正晴氏を講師に招き、
本格的な夏に向け、工場の現場における熱
中症対策を学んだ。
　小島氏は、労働安全衛生法の改正等に伴
い、職場での熱中症対策が強化されてお
り、重大事故発生時に企業を守るために
は、「気をつけて」といった主観的な配慮
ではなく、「WBGT値（暑さ指数）の測定
と記録」、「基準値を超えた際の『休憩時間
の追加」等の対応策」、「健康状態のチェッ
ク」など、「客観的証拠」を残すことが極
めて重要だと説明した。
　現場の実態と対策では、体が暑さに適応
する「暑熱順化」には約７日間かかるが、
４日間以上暑い環境に居なかった場合、耐

性が大きく失われるため「新規入職者やお
盆などの連休明けの作業員は特にリスクが
高い」と注意を促した。
　具体的な対策としては、不透湿性のつな
ぎ服などは、熱の封じ込めにより「実際の
熱ストレス」が跳ね上がるため、単なる気
温ではなく、WBGT実測値に衣服に応じ
た補正値を加算してリスク評価を行うこ
と。労働者が異常を感じた場合、容体が急
変して自らSOSを出せなくなる恐れがある
ため、絶対に１人にしない（バディ制の徹
底）ことが必須であること。意識障害や応
答の異常があれば迷わず「119番」を要請
すること。などが重要と話していた。
　会場には、工場の暑さ対策グッズの展示
ブースも設けられ、講演後には解説を交え
た自由見学も行われた。
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　プレス加工と冷間鍛造によるOEM
生産を主軸とする金属加工業者。
200t門型サーボプレス機や630tナ
ックルプレス機を有し、板厚８mm
の特殊鋼（S50Cなど）を用いた厚
物加工を得意とする。近年は３Dプ
リンターによる開発・製造事業に注
力しており、社名をもじった「エビ
プリ」の名称でPRしている。
　同社は、等氏の祖父・長市さんが
個人事業として創業し、現在のプレ
ス加工・冷間鍛造の基礎を築いた。
長市さんは三条市内の畳屋に生まれ
たが、時代の流れを汲み、金属加工
業を創業した。

　「長年、車載工具などのOEM生産
が主力でしたが、リーマン・ショッ
ク時に大きな打撃を受けました。自
社製品の開発も検討したものの、最
終製品を作るためのコストや手間が
当社にとっては大きな壁でした」と
等氏は振り返る。
　転機となったのは、所属する異業
種交流団体・三条エコノミークラブ
の事業で、小説『下町ロケット』の
モデルとなった植松努氏の講演を聴
講したことだった。これをきっかけ
に「自社設備にこだわらず、何か新
しいことを始めよう」という価値観
に気づかされたという。等氏は新規

事業を見据え、ド
ローン空撮や動画
制作に着手。趣味
のアルペンスノー
ボード等の撮影を
進める中で、当時
は「造形の自由度
は高いがもろい」
というイメージが先行していた３Dプリント品が、
実際の製品に組み込まれ実用化されているのを
目の当たりにした。
　近年の３Dプリント品は高機能素材の登場に
より、柔軟性や耐衝撃性、200℃以上の耐熱性
などを実現できる。初期投資を抑えられ、設計
変更が比較的容易であることから、「製品をつ
くりたい」というチャレンジを強力に後押しで
きることが最大の強みだ。
　等氏は「自社を知ってもらい、本業に付加価
値を加える強力な武器になる」と確信し、CAD
の初歩から３Dプリンターを学んだ。既存のプ
レス加工や冷間鍛造のノウハウと、３Dプリン
ターの知見を掛け合わせた事業を本格化させ、
これまでに展示会用試作、商品開発、現場の治
具製作、簡易プレス金型、スノーボード日本代
表選手へのパーツ提供など、特殊形状や小ロッ
トの３Dプリント品を数多く生み出してきた。

念願の自社製品、その名も「エビロック」 
　３Dプリンター事業に取り組んで約４年、つ
いに念願だった自社製品の開発に成功した。ア
ルペンスノーボードの性能向上を目的に装着す

る「プレート」を、
ボード本体に取り
付けたまま容易に
持ち運べるように
するアタッチメン
ト、その名も「エ
ビロック」だ。今
年度のグッドデザ
イン賞にもエントリーした。等氏は「『アイデア
があり、新しいことに挑戦したいが初期投資が
重しになっている』という方でも、数万円でそ
のアイデアを形にできる場合があります。また、
３Dプリンター一辺倒ではなく、従来の加工法
が適している場合も見据え、プレス加工・冷間
鍛造というバックボーンがあるからこそ、最適
なご相談やアドバイスが可能です。この技術を
広め、地場産業の新たな可能性を後押ししたい」
と意気込む。

自動化と３Dプリンターによる補完
　自社の課題解決に向けても３Dプリンターを
利活用し、プレスや鍛造加工の汎用自動化によ
る省力化を進めていく方針だ。「自動搬送機で
加工部材を掴む治具などに、３Dプリンターの
技術を活かすことができます。省力化だけでな
く作業の安全性も担保できるため、自社の将来
を見据え、収益性の適正化とともに実現したい
目標です」と等氏は語る。時代の流れを汲んで
業態を変化させた祖父の背中を追うように、等
氏も３Dプリンター事業に注力しつつ、次なる
時代の流れをしっかりと見据えている。

プレス加工×3Dプリンター

H P Instagram



～直面する課題と「面」の連携に向けて～

飲食・サービス業部会部会員大交流会

　当所飲食・サービス業部会は6月16日、
部会員大交流会を開催し、17事業所が参
加した。各社が抱える経営課題や現状の取
り組みについて、活発な意見交換が行われ
た。会議では、物価高騰に伴う価格転嫁の
難しさ、深刻な人手不足、設備の老朽化が
共通課題として浮き彫りとなった。具体的
な対応策や直面する苦境として、次のよう
な声が挙がった。
　「人手不足に対し、単発人材派遣サービ
スを柔軟に活用して人員を確保している」
　「消費者の『タイムパフォーマンス』重
視の傾向から従来品の需要が減少し、弁当

用や業務用への販路転換を急いでいる」
　「情報発信の遅れを取り戻すため、学生
アルバイトを巻き込んでSNS運用体制を構
築した」
　上記のほか、高額な設備修繕費に苦慮す
る切実な現状も複数報告された。　
　本寺小路など中心歓楽街の空き店舗増加
による魅力低下に対し、強い危機感が示さ
れた。個店単独での集客には限界があると
し、部会員間で最新情報を共有して相互送
客を行うシステムの構築や、インバウンド
需要を地域一帯で受け入れる「面」での連
携強化を求める意見が相次いだ。
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中小企業を狙うサイバー攻撃の実態学ぶ

【専門サービス部会】 情報セキュリティ対策セミナー

　当所専門サービス部会は７月６日、三条ロイ
ヤルホテルで「情報セキュリティ対策セミナ
ー」を開催し、25社28名が参加した。NTT株
式会社の松原実穂子氏を講師に迎え、急増する
ランサムウェア（データをロックし復旧のため
の身代金を要求するウィルス）被害の実態や、
企業が取り組むべきセキュリティ対策について
理解を深めた。
　松原氏は、新潟県内の企業の31.2％がサイ
バー攻撃の被害経験を持つことや、ランサムウ
ェア被害の７割を中小企業が占める現状を報
告。被害による信用失墜が取引解除を招き、資
金繰りの悪化から倒産にまで追い込まれるケー
スも多いと警告し、データ復旧の保証がないた
め身代金の支払いを勧めることはできないと明
言した。

　サイバー攻撃の具体的な手口として、社長や
経営幹部になりすましてLINE登録を促すSNS
乗っ取りや、PC画面に偽の警告を出して遠隔
操作ソフトを導入させる「サポート詐欺」など
他県での被害事例も交えて注意を促した。さら
に、生成AIの普及でフィッシング詐欺が容易
になったほか、偽の映像や音声を生成したディ
ープフェイクを用いたビデオ通話詐欺など、手
口の巧妙化についても指摘した。
　対策としては、SNSのパスワード認証への依
存脱却や、不審な指示に対する別ルート（口頭
など）での真偽確認などが重要だと強調。参加
者からは、自らが標的となっている事実への驚
きの声が上がり、終了後の懇親会でも講師と積
極的に交流する姿が見られた。

SNS・ブランディングに着手する前に

マーケティング実践ワークショップ
　当所小売商業部会は、お米デザイン株式
会社代表の葉葺正幸氏を講師に招き、「マー
ケティング実践ワークショップ（全３回）」を
開催している。６月４日に当所で第１回（参
加14名）を、７月３日には三条ロイヤルホテ
ルで第２回（同17名）を実施し、業績向上を
目指す各事業所が実践的な学びを深めている。
　このワークショップは、SNSやウェブサ
イト、ブランディングなどに本格着手する
前に事業の基礎設定を整えてもらうことが
目的。第１回では異業種を交えた対話形式
のワークを行い、顧客観察から売れる商品
の「喜ばれている点」を発見し、利益の出
る構造を理解する土台作りを行った。
　「お盆に結果を出す」を目標に掲げた第
２回では、即効性のあるWeb活用策に焦
点を当てた。Google検索上に表示される
店舗情報を管理できる「Googleマイビジ
ネス」についての解説では、店舗名表記の
統一や口コミへの丁寧な返信が、AIに最

新の情報を収集
させるために極
めて重要と指摘
した。
　また、インス
タグラムでショート動画（ストーリーズ）
をプロフィールに表示し続けるハイライト
機能を用いた価値伝達や、BtoB向けメー
ル配信ツールを活用など、営業担当者の個
人スキルに依存せずに既存顧客の離脱防止
や休眠顧客を掘り起こす仕組みづくりが解
説された。さらに、商品の機能面だけでな
く「誰のために作られたか」という「情緒
的価値」をPOP等で表現する手法や、社会
性を加えたプレスリリースの編集手法も共
有された。
　最終となる第３回は「数字から売上を上
げ、原価を下げる経営視点」の習得に向け、
８月７日（金）に同ホテルで開催される予定。

　当所青年部は５
月28日、青年部会
員の髙橋達也氏と
三浦佑太朗氏を講
師に招き、「なん
で三条YEGは他団
体 と か や っ て る
の？」と題したセミナーを開催した。
　本事業は、他団体に出向して活動している現
役会員の講話を通じて、当所青年部が「燕三条
工場の祭典」や「白朗会」に参画している意義
を改めて理解し、今後の他団体出向活動に意欲
的に取り組む「ONE TEAM」となることを目
的としている。
　セミナーでは、髙橋氏が「三条凧合戦の魅力
と三条商工会議所青年部が白朗会を立ち上げた
理由」について、続いて三浦氏が「燕三条工場
の祭典が目指すものと三条商工会議所青年部と
の親和性」について、それぞれ自身の経験や出
向先での実態を交えながら熱弁を振るった。
　参加者からは「今まで詳細がよく分かってい

なかったので、直接話を聞けて良かった」とい
った声が寄せられた。実際に出向して第一線で
活躍する会員の生の声を聞くことで、会員一人
ひとりが他団体出向への理解を深め、白朗会や
燕三条工場の祭典に対する参加意欲を大いに高
める有意義な契機となった。

青年部だより

なんで三条YEGは他団体とかやってるの？

小売商業部会
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三条商工会議所専門家相談日
秘密を厳守しておりますのでお気軽にご相談ください!

まずはお電話にてお申し込みください。
TEL 0256-32-1311

7（金） 19（水） 10（月） 27（木）
5（水）

19（水）
随時お受けしております 随時お受けしております随時お受けしております

ご相談
無料

税理士による
税務・消費税
対策相談

弁護士による
法律相談

M＆A相談
社労士による労務相談

行政書士による行政書士相談

知的財産権相談

貿易相談
BCP相談

日本政策金融公庫による
資金繰り相談

事業承継
相談

相談時間:10:00～12:00 ※一部時間が異なります。
会　　場：三条商工会議所３Ｆ相談室
（資金繰り相談のみ2F日本政策金融公庫三条支店）8月

※13：00～16：00 と

令和8年

※「税務・消費税対策相談」「法律相談」「事業承継相談」「Ｍ＆Ａ相談」「知的財産権相談」は相談日の７日前迄に予約が
　無い場合は中止となります。（予約締切日が休日の場合は、その前日迄にご予約ください。）

業況DIは、中東情勢の影響が一部軽減し改善
先行きは期待感うかがえるも、課題多く慎重な見方

調査期間:令和8年6月15日～19日
調査対象:全国の323商工会議所が2,414企業にヒアリング6月LOBO調査（商工会議所早期景気観測）

全産業合計の業況DIは、▲22.2（前月比＋2.1ポイント）
　引き続き全業種で中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー・仕入価格の上昇等の影響が見られているが、中東情勢の
緊張緩和に向けた動きや政府による対応の効果もあってか、一部事業者からは供給再開や代替品の提供等による影
響の軽減が指摘されている。こうした中、建設業・製造業・卸売業で設備投資需要がけん引する形で引き合いが見ら
れたほか、小売業で価格転嫁に進展が見られ、改善した。
　自治体による物価高対策の効果や夏のボーナスへの期待感が聞かれたものの、長引く物価高や円安の影響で消費
マインドは弱めの動きが続いている。

先行き見通しDIは、▲23.2（今月比▲1.0ポイント）
　自治体による物価高対策や高水準での賃上げが下支えとなっているほか、中東情勢の戦闘終結に対する合意により、
段階的な事態の収束が期待される。
　一方、足もとの仕入価格の上昇が夏ごろに物価に波及するとの見通しもあり、今後の消費マインドへの悪影響も懸
念される。また、国際情勢が不安定化する中、コスト高とその分の価格転嫁や人手不足等、依然として経営課題は山
積しており、先行きは慎重な見方となっている。

※�DI値（景況判断指数）について
DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの
値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率を
示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。
DI＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）
業況・�採算：（好転）－（悪化）�

売上：（増加）－（減少）

全業種 建　設 製　造 卸　売 小　売 サービス

全
国

6月の業況（前年同月比）
▲22.2 ▲22.7 ▲20.6 ▲24.5 ▲29.2 ▲17.5

先行見通し（3ケ月先の見通し） ▲23.2 ▲21.4 ▲21.0 ▲30.9 ▲26.8 ▲20.7

北陸
信越

6月の業況（前年同月比）
▲25.4 ▲35.3 ▲20.9 ▲45.0 ▲22.2 ▲17.0

先行見通し（3ケ月先の見通し） ▲26.0 ▲38.2 ▲20.9 ▲30.0 ▲25.9 ▲20.8

6 月 全 産 業 D I の 推 移
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※ は5月の業況DIとの比較。　±5未満は横ばい（ ）、±5以上15未満（ ）、±15以上（ ）


